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くても⽀支援し続けること（p200）等である。このような点について、経営トップの理理解が得られな

ければ、企業においてアクションラーニングを有効に実施することは困難である。

有効ではないと考えられる状況 その 3. AL コ チのスキルが不不⼗十分な場合

アクションラーニングの特徴の⼀一つに、AL コーチの存在がある。AL コーチは、「メンバーが学習

し、⾏行行動する能⼒力力を⾼高める⼿手助けをするだけでなく、協調してうまくいくようにまとめる統合者、あ

るいは接着剤」であり、「AL コーチの学習に対する熱意や意気込みが、グループを成功に導く。」

（p164）とあるように、グループメンバーの学習を円滑滑に進める上で重要な役割を担っている。ま

た、AL コーチには、「グループの学習環境を整える役割」（p167）」や、「メンバーに振り返らせ、

⾃自分たちで決定させる（p168）」、「介⼊入の絶対的権限をもつ（p169）」等、アクションラーニン

グを推進する存在であるといえる。

そのため、「AL コーチはメンバーが順番に担当してもかまわないし、プログラムの実施期間中は

グループ外の⼈人物に頼んでもよい。」（p165-‐‑‒166）とあるが、アクションラーニングにおいて、AL

コーチのスキルが不不⼗十分な場合には、有効に実施できないと考えられる。

以上




